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鮎
川
お
よ
び
そ
の
支
川
の
水
質

調
査
を
平
成
元
年
か
ら
行
っ
て
い

ま
す
。

　

28
年
度
は
13
地
点（
内
１
地
点

は
三
名
川
の
支
川
）で
▽
一
般
項

目
＝
水
素
イ
オ
ン
濃
度（
pH
）、
溶

存
酸
素
量（
DO
）、
生
物
化
学
的

酸
素
要
求
量（
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）な
ど
10

項
目
▽
鉄
分
項
目
＝
全
鉄（
Ｔ

－
Fe
）、
溶
解
性
鉄（
Ｓ

－

Fe
）▽
農

薬
項
目
＝
シ
バ
ン
バ
Ｅ
Ｘ
フ
ロ
ア

ブ
ル
、
タ
フ
シ
ー
バ
フ
ロ
ア
ブ
ル

な
ど
７
項
目
の
全
19
項
目
と
電
気

伝
導
率
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

鮎
川
は
環
境
基
準
の
河
川
類
型

指
定
を
受
け
て
い
な
い
た
め
、
合

流
先
で
あ
る
鏑
川
に
指
定
さ
れ
て

い
る
河
川
Ａ
類
型
を
採
用
し
、
環

境
基
準
と
の
比
較
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
一
般
項
目

に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
環
境
基
準

を
満
た
し
て
い
ま
し
た
。
鉄
分
項

目
に
つ
い
て
は
お
お
む
ね
低
い
値

で
推
移
し
、
農
薬
項
目
に
つ
い
て

は
全
地
点
で
定
量
下
限
値
未
満
で

し
た
。
ま
た
電
気
伝
導
率
調
査
で

は
、
上
流
下
流
の
比
較
で
大
き
な

変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
課（
☎
40
２

２
６
４
）

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）の結果

（環境基準　2㎎/ℓ以下　単位㎎/ℓ）

場所 採取日 ７月26日 ２月９日

鮎川本川 小柏 ＜0.5 ＜0.5
金井 0.9 ＜0.5
多野橋 1.2 0.9
鮎川橋 1.7 1.4

鮎川支川 大谷川 ＜0.5 ＜0.5
コパカ沢 ＜0.5 ＜0.5
不動沢 ＜0.5 ＜0.5
鈩沢 0.7 1.1
大平沢 2.1 0.9

三名川支川 高山下 1.4 0.5
※標記の＜は、定量下限値未満を示します

○生物化学的酸素要求量（BOD）とは
　水中の汚濁物（有機物）が水中の微生物によっ
て分解されるときに必要な酸素の量。河川水、
排水、下水などの汚濁程度を示し、数値が大き
くなるほど水質が汚濁しているといえる。

　

鮎
川
水
質
調
査
を
実
施

減免対象となる軽自動車などの条件

①
　身体などに障がいのある人、ま
たはその人と生計を一にする人が
所有する軽自動車などで、障がい
のある人が運転するもの

②

　身体などに障がいのある人、ま
たはその人と生計を一にする人が
所有する軽自動車などで、主にそ
の身体などに障がいのある人の通
学、通院、通所などのために生計
を一にする人が運転するもの

③

　身体などに障がいのある人のみ
で構成される世帯の所有する軽自
動車などで、主にその身体などに
障がいのある人を常時介護する人
が運転するもの

④
　軽自動車などの構造が、主に身
体に障がいのある人が利用するた
めのもの

※障がいの区分や等級などにより減免
　の対象にならない場合があります
※自動車税の減免を受ける人は対象と
　なりません

　

身
体
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
人

が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
や
、

そ
の
人
と
生
計
を
一
に
す
る
人
が

所
有
し
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
た

め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
の

税
金
は
、
障
が
い
が
あ
る
こ
と
を

証
明
し
て
申
請
す
る
こ
と
で
減
免

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

減
免
の
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

左
表
の
と
お
り（
障
が
い
の
あ
る

人
一
人
に
つ
き
１
台
が
対
象
）

　

※
①
〜
③
で
自
動
車
検
査
証
ま

た
は
軽
自
動
車
届
出
済
証
に「
事

業
用
」と
あ
る
車
両
は
除
く

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど　

▽
身

体
障
害
者（
戦
傷
病
者
）手
帳
、
精

　

身
体
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め
の

　

軽
自
動
車
税
減
免
制
度神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
お
よ
び

自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
、
療
育

手
帳
な
ど
▽
運
転
免
許
証
▽
自
動

車
検
査
証
▽
納
税
義
務
者
の
個
人

番
号
通
知
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
所
有
の
場

合
）▽
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知

書
▽
印
鑑
▽（
③
の
場
合
）福
祉

課
で
発
行
す
る「
障
害
者
の
常
時

介
護
者
が
運
転
す
る
自
動
車
の
証

明
」▽（
④
の
場
合
）構
造
と
ナ
ン

バ
ー
が
確
認
で
き
る
写
真

申
請
期
間　

軽
自
動
車
税
の
納
税

通
知
書
が
届
い
た
日
〜
５
月
31
日
㈬

問
い
合
わ
せ　

税
務
課（
☎
40
２

８
０
３
）

　

新
た
に
創
業
す
る
人
を
支
援
す

る
た
め
、
創
業
時
の
借
入
金
に
伴

う
信
用
保
証
料
と
利
子
の
補
助
を

行
い
ま
す
。

対
象
者　

対
象
融
資
制
度
の
融
資

を
受
け
た
次
の
全
て
に
該
当
す
る

法
人
ま
た
は
個
人
▽
創
業
す
る
た

め
の
融
資
を
受
け
た
時
点
で
、
創

業
す
る
人
ま
た
は
創
業
後
１
年
未

満
▽
市
内
で
新
た
に
創
業
す
る

　

創
業
者
を
応
援
。
創
業
者
融
資
保
証
料
補
助
金
及
び
利
子
補
給
金

対
象
融
資
制
度　

群
馬
県
ま
た
は

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
実
施
す
る

創
業
者
向
け
の
融
資（
平
成
29
年

４
月
か
ら
32
年
３
月
ま
で
に
実
行

さ
れ
た
も
の
）

補
助
内
容　

▽
保
証
料
補
助
金
＝

信
用
保
証
協
会
に
支
払
っ
た
信
用

保
証
料
の
全
額
▽
利
子
補
給
金
＝

融
資
を
受
け
た
日
か
ら
５
年
間
に

支
払
っ
た
利
子
の
全
額

申
請
方
法　

対
象
融
資
を
受
け
た

日
か
ら
３
カ
月
以
内
に「
交
付
認

定
申
請
書
」に
必
要
書
類
を
添
え

て
提
出（
別
途
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期

に
、保
証
料
補
助
金
・
利
子
補
給

金
に
対
す
る
申
請
が
必
要
で
す
）

そ
の
他　

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い　

申
請
・
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光

課（
☎
40
２
３
１
８
）

　３月28日、市内の郵便局と市は「市民生
活の安全安心に関する協定」を締結しまし
た。この協定により郵便局は市に①地域の
見守り②道路損傷③不法投棄④災害発生時
⑤危険家屋の５つの分野について情報提供
などを行い、協力して市民生活の一層の向
上に取り組んでいきます。
問い合わせ　企画課（☎402424）

市内の郵便局と市民生活の
安全安心に関する協定を締結

　　

 

公
共
機
関
に
関
す
る
相
談
を
受
け
ま
す

　

４
月
１
日
付
で
新
井
和
子
さ
ん

（
再
任
・
本
郷
）、和
地
仁
さ
ん（
再

任
・
上
戸
塚
）、金
澤
正
さ
ん（
再

任
・
鬼
石
）が
、総
務
大
臣
か
ら
行

政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
な
ど
行
政
機
関
の
仕
事
に
対

す
る
苦
情
・
意
見
・
要
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
行
政
相
談
委
員
が
問
題
解

決
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

■
会
場
・
相
談
日　

▽
市
役
所
市

民
相
談
室
＝
毎
月
第
２
・
３
水
曜

新井和子さん

日
▽
鬼
石
公
民
館
＝
毎
月
第
３
木

曜
日

時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

　

※
相
談
日
は
毎
月
広
報
ふ
じ
お

か
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
予
約
は
不
要
で
す
の
で
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

■
行
政
苦
情
１
１

０
番　

☎
０
５
７

０
・
０
９
０
・
１

１
０

問
い
合
わ
せ　

自

治
交
流
課（
☎
40

２
２
１
１
）　

和地仁さん

金澤正さん

書籍の販売
まんが　高山長五郎の生涯
人気漫画家ふくやまけいこさ
んによる、高山社のルーツを
ひも解く感動まんが。

堀越二郎の軌跡
航空工学者堀越二郎の遺品などを展
示し、大好評のうちに幕を閉じた平
成25年度企画展。その展示解説集。

問い合わせ

藤岡の文化財探訪
市の指定文化財を写真付
きでわかりやすく解説！

総合計画市民検討員会から
提言書の提出

　４月14日、第５次藤岡市総合計画の策定
に対する市民検討委員会からの提言書が提
出されました。委員会は７回の議論を重ね
「市民と行政の協働によるまちづくり」を基
本姿勢として各施策を推進することが大切
と考え提言書をまとめました。市はこの提
言の反映を検討し、計画の策定を進めます。
問い合わせ　企画課（☎402424）

市政情報


